
RPAによる業務自動化

「RPA（Robotic Process Automation）」とは
パソコン上での操作を記憶・識別し、人間に代わって実行してくれるソフトウェアロボットのことです。
定型的な業務に向いており、既存のシステムに手を入れることなく導入することが可能です。

こんなお悩みありませんか？

ロボットが解決

・業務スピード向上/処理量の増加
・業務品質向上
（ヒューマンエラーの防止）

・業務の属人化を防止
・従業員の稼働削減
・効果的なリソース配置
（従業員がコア業務に集中）

RPAは業種を選ばず「さまざまな部門で業務自動化」が期待できます
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大量の紙の書類

活用事例

ロボットが登録
AI-OCRで電子化

入札情報のチェック業務

複数のサイトを定期的に自動確認し、最新の入札情報をチェック、
入札結果の公表データなども集計して共有

定期的に入札情報
をチェック

集計
最新の入札情報
をチェック

ホテル料金の自動設定

ホテル基幹システムより稼働率を取得して料金を算出し、
1年分の料金の洗い替えを毎日行う

料金計算稼働率を取得 料金を洗い替え

夕食付宿泊プランのレストラン自動予約

夕食付プランの場合、レストラン予約に必要な情報を抽出し、
宿泊予約と同時に自動的に空いている席の予約登録を行う。

空席状況取得業務

航空券予約サイトより空席状況を抽出して空席状況一覧を作成
して共有

大量の紙の書類を基幹システムに登録

申込データを抽出
予約登録

交通費精算チェック

従業員がエクセル入力
Webで照会

上長へ提出

航空券予約サイト 空席状況一覧

RPAによる業務自動化

株式会社ニチガスアドバンス

〒890-0053
鹿児島市中央町8番地2
 TEL099-250-5125 (日本ガスDX推進グループ内)
 https://www.nichigas-ad.co.jp/

まずはお気軽にお問合せ下さい。

ライセンス種別と年間ライセンス利用料

メーカー希望小売価格：
1,098,680円（税込）

メーカー希望小売価格：
300,080円（税込)

実行版フル機能版

・シナリオの開発、編集、実行が可能 ・シナリオ実行のみの安価なライセンス
・シナリオ作成／編集は不可

シナリオ開発

開発する業務の難易度や規模によって異なりますが
中規模で1本あたり15万円〜30万円程度です。

シナリオ開発費用

例）
Excelデータの転記や、決まったパターンのシステム入力
Webシステムからデータをダウンロードし、複数ファイルへ
加工・集計を行うなど
（エラー時の例外処理や高度なログ出力機能を含む）

見積依頼で特価よりさらにお値引きいたします。
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